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私
は
今
、
和
太
鼓
と
百
人
一

首
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
歴
史

に
興
味
が
あ
り
、
と
も
に
４
年

生
の
と
き
に
始
め
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
は
、
粟
津
小
学
校
和

太
鼓
ク
ラ
ブ
の
祇
園
太
鼓
の
こ

と
で
す
。
粟
津
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
や
学
芸
会
で
の
発
表
会
に
向

け
児
童
15
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
和
太
鼓
の
演
奏
は
難
し
く

苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

一
緒
に
演
奏
で
き
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
６
年
生
な
の
で
、
今
年
で

ク
ラ
ブ
活
動
は
終
わ
り
ま
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
も
粟
津
祇

園
太
鼓
の
活
動
は
続
け
た
い
で

す
。

　

百
人
一
首
は
、
大
洲
市
内
外

で
週
に
３
回
ほ
ど
活
動
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
大
会
で
は
、
６

年
生
の
部
、
階
級
別
で
と
も
に

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
の
目
標
は
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
で
す
。
前
回
の

四
国
大
会
で
は
、
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

未来に残したい伝統をこれからも
粟津小学校 6 年
　山　本　真

ま

　生
お

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

2 ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
3 ページ～   （特集1）大洲城跡を後世に伝えていくために
6 ページ～  （特集2）愛顔つなぐえひめ国体
10ページ～ おおずニュース
12ページ～ シリーズ
13ページ～ おしらせピックアップ
22ページ～  情報ひろば
24ページ  集まれＯ級若モン
25ページ～  図書館・保健センター・各種相談ガイド
28ページ  がんばるひと
　　　　　　　（大洲市食生活改善推進協議会）

税　　　別 12月 1 月 2 月 3 月

市 県 民 税 4期 5期

固 定 資 産 税 5期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 6期 7期 8期 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

１２月の納税など　納期限は12月25日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　44,357人　（－ 22 ）
　男　　21,194人　（－ 18 ）
　女　　23,163人　（－   4 ）
世帯数　20,133世帯（－   5 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　89件（ 132 件）
　死者　　　3人（     2 人） 
　負傷者  116人（ 169 人）

（2017年10月末現在）

　11月３日㈮、肱南地
区で、おおず浪

ろ

漫
まん

祭
さい

が
行われました。メイン
イベントのレトロウェ
ディングでは、和装し
た２組の夫婦が、人力
車で古い町並みを移動
し、ポコペン横丁にて
式を挙げました。日本
ならではの文化を感じ
る式となりました。
　写真は、新郎フラン
ス、新婦フィリピンの
国際結婚です。

2広報おおず 2017年12月号



大洲城跡を後世に伝えていくために
～未来へ繋げる城山公園植栽整備計画～

（特集1）

　

城
山
公
園
は
、
石
垣
や
曲く
る

輪わ

な
ど
、

か
つ
て
の
形
態
を
色
濃
く
残
し
た
城じ
ょ
う

郭か
く

と
し
て
、
そ
の
一
部
が
愛
媛
県
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。
天
守
閣
の
復
元
以
降
、
そ
の
文

化
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
一
層
高
め
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
身
近
な
公
園
や

憩
い
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
文
化

遺
産
を
よ
り
良
い
形
で
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
、
そ
の
整
備
の
一
環
と
し
て

植
栽
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

大洲城跡本丸のケヤキ（伐採前）

 

城
山
公
園
植
栽
整
備
計
画
と
は 

　

城
山
公
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
樹
木
が
植
栽
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
樹
木
の
成
長
具
合
、
植
樹
の
場

所
・
種
類
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
た
め
に
、
現
在
で
は
成
長
し

た
樹
木
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
計
画
的
に
城
山
公
園
内
の
樹

木
の
伐
採
お
よ
び
植
栽
の
整
備
を
行
う

た
め
、
平
成
25
年
度
に
「
城
山
公
園
植

栽
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
（
こ

の
計
画
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
大
洲
城
の
存
在
感

を
高
め
、
歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
雰
囲

気
を
つ
く
り
、
緑
と
の
共
生
を
図
っ
て

い
く
こ
と
」
を
基
本
理
念
に
、
利
用
機

能
に
沿
っ
て
４
つ
の
ゾ
ー
ン
別
に
次
の

と
お
り
整
備
方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ⓐ
「
歴
史
的
環
境
整
備
ゾ
ー
ン
」

　

 　

大
洲
城
が
主
に
活
躍
し
た
近
世
当

時
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
植
栽
整

備
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

Ⓑ
「
自
然
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
」

　

 　

現
況
の
植
生
保
全
を
基
本
と
し
、

こ
の
地
域
の
気
候
風
土
に
適
合
し
た

在
来
種
を
用
い
ま
す
。

Ⓒ
「
郷
土
学
習
・
花
木
鑑
賞
ゾ
ー
ン
」

　

 　

広
い
空
間
特
性
を
生
か
し
て
地
域
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の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
花
木
鑑
賞
が

で
き
る
場
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

Ⓓ
「
交
流
と
憩
い
の
創
出
ゾ
ー
ン
」

　

 　

市
民
な
ど
が
、
憩
い
の
場
・
交
流

の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
広

場
や
植
栽
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
な
か
で
、
石
垣
へ
の
影

響
を
及
ぼ
す
樹
木
や
樹
勢
の
衰
え
た
樹

木
、
ま
た
、
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
樹

木
に
つ
い
て
は
更
新
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
丸
の
ケ
ヤ

キ
３
本
に
つ
い
て
は
、
石
垣
へ
の
影
響

や
、
城
跡
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
樹
木
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
伐
採
す
べ
き
樹
木
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
29
年
２
月

に
、
大
洲
城
の
石
垣
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
ケ
ヤ
キ
（
川
側
の
１
本
）

を
含
む
９
本
の
樹
木
を
伐
採
し
ま
し

た
。

 

本
丸
の
ケ
ヤ
キ
に
つ
い
て 

　

現
在
の
ケ
ヤ
キ
が
あ
る
場
所
は
、
江

戸
時
代
に
は
本
丸
を
囲
む
多た

聞も
ん

櫓や
ぐ
ら

が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な

る
と
、
大
洲
城
は
廃
城
と
な
り
多
聞
櫓

は
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
公
園

化
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、
等
間

隔
に
並
ぶ
ケ
ヤ
キ
も
こ
の
公
園
整
備
の

一
環
で
植
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
実
際
に
伐
採
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
の
年

輪
を
数
え
る
と
樹
齢
は
１
１
０
年
前
後

で
あ
り
、
明
治
末
〜
大
正
初
期
頃
に
植

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

天守

Ⓓ

 

根
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て 

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ケ
ヤ
キ

の
根
が
城
跡
に
与
え
る
影
響
を
確
認
す

る
た
め
に
、
切
株
周
囲
の
発
掘
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
大
小
無
数
の
根
が
四

方
八
方
に
延
び
て
い
ま
し
た
が
、
石
垣

側
に
は
、
直
径
約
10
〜
20
㌢
㍍
の
少
な

く
と
も
３
本
の
太
い
根
が
、
石
垣
に
向

か
っ
て
伸
び
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
こ
の
ケ
ヤ

キ
前
面
の
石
垣
で
は
一
部
に
膨
ら
み
が

見
ら
れ
、
根
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査

に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
影
響
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

城山公園の植栽整備方針ゾーニング図（「城山公園植栽整備計画」を一部改変）

発掘調査で検出されたケヤキの根

石垣側へ伸びたケヤキの根
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ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
江
戸
時

代
の
地
面
が
現
在
の
地
表
面
か
ら
約
20

㌢
㍍
下
に
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
下
部
に

は
本
丸
が
造
ら
れ
た
江
戸
時
代
以
前
の

盛
土
と
み
ら
れ
る
地
層
が
あ
る
こ
と
な

ど
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
も
ケ
ヤ
キ
の
根
に
よ
っ
て
一
部
が

大
き
く
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

 

他
の
城
跡
で
も
同
様
の
事
例
が 

　

こ
の
よ
う
に
、
植
物
が
城
跡
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
事
例
は
、
他
の
城
跡
で
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宇
和
島
城
跡
で
は
、
石
垣
上
面
に
あ

っ
た
ク
ス
（
幹
周
約
２
㍍
、
樹
高
約
15

㍍
）
の
根
に
よ
っ
て
石
垣
が
崩
落
し
て

い
ま
す
。
崩
落
の
直
前
に
地
震
や
大
雨

な
ど
の
自
然
要
因
は
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
き
く
成
長
し
た
ク
ス
の
根
の
伸

長
が
崩
落
の
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
根
の
伸
び

る
力
は
１
平
方
㌢
㍍
当
た
り
約
10
㌔
㌘

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
治
市
の
能の

島し
ま

城じ
ょ
う

跡
で
は
、

植
物
の
根
が
地
下
遺
構
を
破
壊
し
た
例

な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
根
が
遺
構
を
破
壊

し
て
、
地
下
に
埋
納
さ
れ
た
土は

師じ

器
皿

や
銭
貨
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
い
ま
し
た
。

 

大
洲
城
跡
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
に 

　

本
丸
の
ケ
ヤ
キ
は
、
大
洲
城
の
景
観

を
阻
害
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
石
垣

に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
が
石

垣
を
押
し
出
し
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性

や
、
地
震
や
強
風
に
よ
り
木
が
揺
す
ら

れ
て
石
垣
を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
石
垣
が
崩
壊
す
る
と
、
文
化

財
と
し
て
の
城
跡
が
破
壊
さ
れ
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
に
も
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
石
垣
へ
の
影
響
が

こ
れ
以
上
進
行
し
な
い
よ
う
ケ
ヤ
キ
を

伐
採
す
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
30
年
２

月
頃
に
は
、
残
り
２
本
の
ケ
ヤ
キ
を
伐

採
す
る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
樹
木
を
伐
採
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
適
切
な
場
所
に
は
適
切
な
樹

木
を
植
え
て
い
く
と
い
う
整
備
が
必
要

で
す
。
今
後
、
市
で
は
「
城
山
公
園
植

栽
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
大
洲
城
跡

全
体
で
樹
木
の
更
新
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
植
栽
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

現
在
、
植
栽
整
備
を
進
め
て
い
る
な

か
で
、
①
「
ケ
ヤ
キ
を
移
植
す
れ
ば
い

い
」、
②
「
根
が
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ

す
の
な
ら
、
石
垣
側
の
根
を
切
れ
ば
い

い
」、
③
「
風
雨
の
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
に
枝
を
大
き
く
剪せ
ん

定て
い

す
れ
ば
い

い
」、
と
い
っ
た
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
な
ど
の
専

門
家
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
、
次
の
よ

う
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
の
大
木
を

運
び
出
す
の
は
現
実
的
に
難
し
く
、
仮

に
移
植
し
て
も
根
付
か
な
い
可
能
性
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
石
垣
側
の
根
の
み
を

切
る
と
、
樹
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

逆
に
不
安
定
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
根
を
切
る
た
め
に
は
周

囲
を
掘
削
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
石
垣
の
裏
側
に
は
多
量

の
河
原
石
が
詰
め
ら
れ
て
い
て
、
石
垣

根によって石垣が崩落した例（宇和島城跡）

宇和島市教育委員会提供

自
体
を
も
崩
落
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
以
上
深
く
掘
り
下
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
石
垣
に

影
響
を
及
ぼ
す
全
て
の
根
を
切
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

③
に
つ
い
て
、
枝
を
大
き
く
剪
定
し

て
も
根
は
成
長
し
続
け
ま
す
。
そ
の
た

め
今
後
も
石
垣
や
地
下
遺
構
に
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
洲
城
跡
の
あ
る
城
山
公
園
は
、
周

辺
に
残
る
旧
城
下
町
の
歴
史
的
な
町
並

み
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
を
今
に
伝
え

る
重
要
な
文
化
遺
産
で
す
。
そ
し
て
、

先
人
が
構
築
し
、
現
代
に
の
こ
し
て
く

れ
た
「
城
山
公
園
」
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
大
切
な
財
産
で
す
。

　

大
洲
城
跡
を
よ
り
良
い
文
化
遺
産
と

し
て
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
慣
れ
親

し
ん
だ
大
洲
城
本
丸
の
ケ
ヤ
キ
の
伐
採

に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課　

都
市
計
画
係

☎
㉔
１
７
１
９

文
化
ス
ポ
―
ツ
課　

文
化
振
興
係

☎
�
９
９
９
３
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　愛媛県を舞台に開催された第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」、大洲市では 3 競技を開催し、連
日熱戦が繰り広げられました。たくさんの人がさまざまな形で「おもてなし」をし、訪れたみなさんをあた
たかくお迎えすることができました。会場の熱気をお伝えします。

200m 7 位入賞の愛媛県信尾光
ひか

里
り

選手
（少年女子カヤックシングル 大洲高）

愛媛県谷本祥
しょう

太
た

選手（大洲市出身）のホームラン。
（10/ 3 　八幡浜市民スポーツパーク）

来年は、福井しあわせ元気国体。 雨の中、勝利に歓喜する栃木県チーム。福井県応援団のみなさん。

2 日目の雨天順延により、準決勝に勝利した
愛媛県と栃木県が優勝しました。

200m 5 位、500m 6 位入賞の愛媛県杉井太
たい

一
ち

選手、末光聖
しょう

選手、
吉田武

たける

選手、土居颯
はやて

選手（少年男子カヤックフォア 大洲高）
カヌースプリント競技に出場したみなさん。地元大洲高等学
校からは、13人の選手が出場しました。

500m 4 位、200m 5 位入賞の愛媛県多
た

田
た

羅
ら

英
ひで

花
か

選手
（成年女子カヤックシングル）

200m 2 位、500m 4 位入賞の愛媛県小松正
せい

治
じ

選手
（成年男子カヤックシングル）

カヌースプリント競技
鹿野川湖特設カヌー競技場

ソフトボール競技
八幡浜･大洲地区運動公園野球場

10/1～4

10/1、2

（特集2）

6広報おおず 2017年12月号



新潟県と対戦する愛媛県青木、奥嶋ペア
の力強いボレー。

広島県と対戦する愛媛県奥嶋選手のサーブ。 6 日は雨にもかかわらず、スタンドは多くの観
覧者のみなさんの熱気にあふれていました。

開始式では、大洲市出身のフリースタイルフットボーラ―
徳田耕

こう

太
た

郎
ろう

さんが演技を披露し選手のみなさんを歓迎しました。
おもてなし広場も大いににぎわいました。

ダム工事用構台上から観覧するみなさん。

肱川中央自治会のみなさんが制作
した 2 m 程度の特大花紙アート。

競技補助員の高校生も大活躍です。

応援団を結成し、声援を送る学校観戦。

多くのボランティアのみなさ
んの協力がありました。

選手やチーム関係者の方を笑顔で見送る
高校生ボランティアのみなさん。

コート周りからはたくさんの歓声が。

愛媛県選手もドリンクコーナー
で一息。

小中学生をはじめ、多くのみなさんが作った
のぼり旗や花で会場は華やかに飾られました。

無料ふるまいはあっという間に
なくなりました。

ソフトテニス競技
八幡浜･大洲地区運動公園テニスコート

ご声援・ご協力ありがとうございました
～会場から～

10/6、7
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秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
お
成
り

　
　
愛
媛
県
立
長
浜
高
等
学
校
　
₁₀
月
9
日
㈪
㈷【重松先生と水族館部　部員 冨永さん】

「いろいろな水槽にご興味を示され、時間がオーバーするほど熱心にご覧いただきました」

国
道
に
は
多
数
の
方
が
お
出
迎
え

【水族館部　内山先生と部員たち】
「 3 年前の日本学生科学賞表彰式での『いつか長浜高校
水族館に行きたい』という両殿下のお言葉が実現して、
感激でした」

両殿下をお迎えしたウツボ

8広報おおず 2017年12月号



彬
子
女
王
殿
下
お
成
り

　
　
愛
媛
県
立
長
浜
高
等
学
校
　
₁₀
月
3
日
㈫

【水族館部顧問】
「いろいろな魚を熱心にみていただき、興味を示された。とても話しやすい方でした」

皇室の構成

※ 崩御、薨去された方
ほうぎょ こうぎょ

昭和天皇※ 香淳皇后※
秩父宮

雍仁親王※
秩父宮

妃 勢津子※

高松宮
宣仁親王※

天皇陛下
（明仁）

皇后陛下
（美智子）

瑶子女王殿下彬子女王殿下
皇太子殿下
（徳仁）

皇太子妃殿下
（雅子）

愛子内親王殿下

あきひと
常陸宮

正仁親王殿下
常陸宮

妃 華子殿下
まさひと

（三笠宮）
寛仁親王※
ともひと

桂宮
宜仁親王※
よしひと

高円宮
憲仁親王※
のりひと

やすひと のぶひと
三笠宮

崇仁親王※
たかひと

なるひと
秋篠宮

文仁親王殿下
ふみひとまさ　こ

あい　こ

眞子内親王殿下
ま　こ

佳子内親王殿下
か　こ

悠仁親王殿下
ひさ ひと

み　ち　こ はな　こ

あき　こ よう　こ

承子女王殿下
つぐ　こ

絢子女王殿下
あや　こ秋篠宮

妃 紀子殿下
き　こ

（三笠宮）
妃 信子殿下

のぶ　こ
高円宮

妃 久子殿下
ひさ　こ

せ　つ　こ
高松宮

妃 喜久子※
き　く　こ

三笠宮
妃 百合子殿下

ゆ　り　こ

彬
子
女
王
殿
下
を
お
迎
え
し
た
サ
ン
ゴ
と
ク
マ
ノ
ミ
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おおずニュース

大和太陽の広場～地域をあげて～
　10月15日㈰、大和地区で恒例の「大和太陽の広場」
が開催されました。降雨のため、イベントの一部
を中止し、旧大和小学校校舎および大和体育館で
の開催となりましたが、地域住民をはじめ、市内
外から家族連れなど大勢の来場者が訪れました。
　旧校舎内では作品展示やバザーなどが開かれ、
また体育館では大和地区の児童による「豊年踊り」
などの芸能発表が行われました。最後は、盛大な
餅まきも行われ、会場は大いににぎわいました。

秋は祭りだ　わっしょい
～河辺ふれあいフェスタ2017 ～

　河辺ふるさとの宿で、10月15日㈰、河辺ふれあ
いフェスタ2017が開催されました。
　文化協会、幼稚園児、小学生による発表会をは
じめ、ジョイフルダンスのダンス、ちびっこ和太
鼓サークル「和

わ

奏
かな

」の演奏、作品展示、体験コー
ナーなどの催し物がありました。
　小雨の降るあいにくの天気でしたが、来場者は
河辺の秋を満喫し、楽しい 1 日を過ごしました。

たくさん本を読んでね
～図書贈呈式・肱北保育所～

「肱川あらし」を紅白に

　国際ソロプチミスト大洲による図書の贈呈式が10
月19日㈭、肱北保育所で行われました。この事業は、
心豊かな子どもの成長を願い、各保育所で毎年実施
されています。
　贈呈式では、峯洋

よう

子
こ

会長から「面白い本を選びま
した。本をたくさん読んで大きく育ってください」と
絵本30冊が贈呈されました。その後、お礼として、
年長組児童による歌と踊りが披露されました。

　 9 月25日㈪、長浜自治会の東信
のぶ

利
とし

会長、長浜ま
ちづくり協議会の戎

えびす

範
のり

久
ひさ

会長、肱川あらし予報会
の濱田毅

たけし

会長がＮＨＫ松山放送局を訪れ、肱川あ
らし観光大使である伍代夏

なつ

子
こ

さん「肱川あらし」
のＮＨＫ紅白歌合戦出演を求める要望書および署
名簿5,700人分を提出しました。
　大晦日の紅白歌合戦で「肱川あらし」が披露さ
れることを願います。
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国際大会への出場を前に
　「全国の地方新聞社が選んだ！こんなのあるん
だ！大賞2017」の審査投票会および表彰式が、10月
16日㈪、東京にて開催されました。その商品部門で、
東大洲の「ビストロサンマルシェ」が地元農家の沖
野順

じゅん

一
いち

さんと開発した「杵
きね

つき餅カレー」（大洲え
えモンセレクション認定品）が、大賞に選ばれました。
　シェフの奥田広

ひろ

司
し

さんは「やっとスタートライン
に立てた気持ち。地産多消を目指し、地元にこだわ
った商品を開発したい」と話しました。

大洲の“ええモン”が日本一に

11 広報おおず 2017年12月号

　八幡浜工業高等学校のチームは、 9 月に東京で
開催されたロボット競技の「WRO（ワールド・ロ
ボット・オリンピアード）」の全国大会で、 2 位に
入賞し、国際大会への出場を決めました。
　メンバーの 1 人である五郎在住の山中直

なお

人
と

さん
が、10月16日㈪、市役所を訪問しました。山中さ
んは、「全国大会では、 2 位で終わったが、国際大
会では優勝を目指したい」と意気込みを話してい
ました。

　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪
漫
祭
が
11

月
２
日
㈭
、
３
日
㈮
、
肱
南
・
肱
北
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
に
行
わ
れ
た
大
名
行
列
で
は
、

大
洲
藩
士
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
約
２
６

０
人
が
市
内
を
巡
り
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
復
活
し
た
歩
き
な
が
ら
雅
楽
を
演
奏

す
る
「
道み
ち

楽が
く

」
も
行
わ
れ
、
沿
道
に
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
緑
地
公
園
で
「
お
ま
つ

り
村
」
が
開
催
さ
れ
、
郷
土
芸
能
の
発

表
会
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
露
店
が
並

び
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

お
は
な
は
ん
通
り
周
辺
で
は
「
お
お
ず

浪
漫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
大
洲
市
出
身
の
落
語
家
、
立
川

志し

ら
門も
ん

さ
ん
に
よ
る
凱
旋
落
語
の
ほ

か
、
紙
芝
居
や
レ
ト
ロ
な
露
店
が
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

レ
ト
ロ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
２
組
の

夫
婦
が
式
を
挙
げ
ま
し
た
。
夫
婦
は
、

ち
ん
ど
ん
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
の
ほ

か
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
か
ら
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。
挙
式
後
、
新
婦
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
「
子

ど
も
の
頃
か
ら
、
着
物
を
着
る
の
が
夢

だ
っ
た
。
故
郷
と
は
違
う
文
化
を
楽
し

め
た
」、も
う
１
組
の
神
田
夫
婦
は
「
来

年
は
ぜ
ひ
祝
う
側
で
参
加
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

おおずニュース

晴
天
に
恵
ま
れ
て　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪ろ

漫ま
ん

祭さ
い



文化財
王
おう

陽
よう

明
めい

画像
大洲市指定有形文化財（絵画）
大洲市所有

　当画像の作者小
お

原
はら

慶
けい

山
ざん

（？～
1733）は、幕府御用絵師狩野益

ます

信
のぶ

に学んだのち長
崎に移って漢画を学んだ人物です。大洲藩校の教
授川田雄

ゆう

琴
きん

の『止
し

善
ぜん

書
しょ

院
いん

記
き

』によれば、慶山は王
陽明の画像を 2 幅描いたとされ、そのうちの 1 幅
は近江（現在の滋賀県）の藤樹書院に、もう 1 幅
は陽明学者三

み

輪
わ

執
しっ

斎
さい

が建立した明
めい

倫
りん

堂
どう

（江戸）に
納められたと記されています。
　明倫堂に納められた当画像は、執斎が大洲へ赴
く弟子の川田雄琴に授けたもので、延

えん

享
きょう

4 年（1747）
の藩校「止善書院明倫堂」落成後は、藩校内にま
つられました。同じく市指定有形文化財の「孔

こう

子
し

木像」とともに礼拝の対象とされた当資料は、大
洲藩校の歴史を知る貴重なものと言えます。

（昭和53年 1 月26日指定）

野　鳥
オシドリ（鴛鴦）
カモ目カモ科
全長　45㎝

　山手の川や池、ダム湖で冬鳥としてやって来る
世界で最も美しいと呼ばれているカモの仲間です。
　体の美しさとは裏腹に、200m位近寄っても飛
び去ってしまうほど臆病で神経質な鳥です。ダム
湖の左岸の岩場に実るカシの実に寄せられて集
まっていたようです。
　鹿野川湖には一時期、日本に生息するオシドリ
の 3 分の 1 、約3,000羽も飛来していました。し
かし、バス釣りのブームや生息場所の悪化で、現
在は約800羽に激減しています。特に、ラムサー
ル条約（国際的に水鳥の生態を守る地域）の候
補にも挙げられている鹿野川湖は、行政や民間の
知恵を出し合えば、大洲市の知名度を上げる登録
はもちろん、オシドリたちにとっても安心して越
冬できる場所にあるような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

シリーズ大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

年
の
暮
れ
が
近
づ
き
ま
し
た
。
今
年

１
年
、
青
年
部
活
動
へ
の
ご
支
援
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
、
大
洲
の
商

業
、
観
光
、
未
来
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
参
り
ま

す
。来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
11
月
号
の
ク
イ
ズ
解
答
・
解
説
編
】

　

お
成
り
行
列
で
復
活
し
た
道み
ち

楽が
く

と
は

歩
き
な
が
ら
何
を
す
る
事
で
し
ょ
う

か
。

①　

蹴け

鞠ま
り

②　

雅
楽
演
奏

③　

短
歌
を
詠
む

正
解
…
②

　

雅
楽
は
世
界
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
成
り
行
列

で
雅
楽
演
奏
す
る
の
は
、
大
洲
雅
楽
同

好
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
鵜う

飼か
い

船
の
水

上
演
奏
や
、
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
知
識
ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
人
ば
か
り
だ

そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

今
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
広
報

お
お
ず
１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

11
月
23
日
㈭
に
開
催
の
、
白
滝

る
り
姫
祭
り
。
滝
つ
ぼ
へ
花
み
こ

し
を
投
げ
落
と
す
の
で
す
が
、
滝

つ
ぼ
ま
で
、
何
㍍
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

　

①　

約
15
㍍

　

②　

約
45
㍍

　

③　

約
60
㍍
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　し尿のくみ取りの申し込みは、地区の担
当業者に直接連絡してください。
  12月 1 日㈮までに申し込みがあれば、年
内にくみ取り可能です。できるだけ、早め
に申し込みをお願いします。

※12月29日㈮から平成30年 1 月 3 日㈬まで休み

※年末年始のごみ出しについては、各「ごみ出しカレンダー」をご覧のうえ、ご確認ください。
担当地区 業者名 電　話

肱南・西大洲・久米・平野・南久米 ㈲上石衛生社 24－2655
徳森（城・野久保・野田・土肥）・菅田・大川・柳沢・
肱川・河辺 ㈲大洲喜多衛生業共同企業体 26－0333

肱北・喜多（五郎 5 区・慶雲寺を除く）・平（市木）㈲中村衛生社 25－6150
新谷・三善・五郎 5 区・慶雲寺・八多喜の一部・
徳森  （中山東・中山西・小鳥越・西松ケ花） ㈲脇坂衛生 43－1861

上須戒・八多喜（表米津、湯の子の一部）・長浜 ㈲青松興業 52－0472

　　…通常業務　　　　　　　…休み　　　　　　　…業務内容に制限あり　　　　　　　…時間制限あり

業　　　　務 電　話 担　　当 12/25㈪ 12/26㈫ 12/27㈬ 12/28㈭ 12/29㈮ 12/30㈯ 12/31㈰ 1/1㈪ 1/2㈫ 1/3㈬ 1/4㈭

市
役
所
窓
口

パスポートの申請・交付 24－2111 市民生活課 休 休 休 休 休 休
住民票・印鑑登録証明書・
戸籍などの交付

24－2111
52－1111
34－2311
39－2111

市民生活課
長浜支所
肱川支所
河辺支所

休 休 休 休 休 休

転出・転入届 休 休 休 休 休 休
戸籍届出（出生・死亡など） 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ
会計事務（支払い・収納） 24－1712 会計課 休 休 休 休 休 休

市民サービスセンター
（住民票・各種証明書の発行） 25－7001 市民生活課 休 休 休 休 休 休 休 休

文
化
・
観
光

大洲市立図書館 59－4111 大洲市立図書館 休 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館長浜分館 52－1121 長浜分館 休 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館肱川分館 34－2319 肱川分館 休 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館河辺分館 39－2111 河辺分館 休 休 休 休 休 休 休 休
大洲市文化研修センター 59－1256 大洲市文化研修センター 休 休 休 休 休 休
大洲市立博物館 24－4107 大洲市立博物館 休 休 休 休 休 休 休
肱川風の博物館・歌麿館 34－2181 肱川風の博物館 休 休 休 休 休 休 休
大洲城 24－1146 大洲城
おおず赤煉瓦館 24－1281 おおず赤煉瓦館 休 休 休

大洲まちの駅「あさもや」 24－7011 大洲まちの駅あさもや 休 休 休 9:00～ 
16:00

9:00～ 
16:00

9:00～ 
16:00

思ひ出倉庫 24－7011 大洲まちの駅あさもや 休 休 休 9:30～ 
16:00

9:30～ 
16:00

9:30～ 
16:00

臥龍山荘 24－3759 臥龍山荘

オートキャンプ場 23－2384 大洲家族旅行村
オートキャンプ場

体
育
施
設

大洲市総合体育館 24－6255 大洲市総合体育館 9:00～ 
17:15 休 休 休 休 休 休

八幡浜・大洲地区運動公園 23－5524 八幡浜・大洲地区運動公園 休 休 休 休 休 休
長浜体育館 24－1734 

52－1111 
34－2311 
39－2111

教育委員会文化スポーツ課
長浜支所
肱川支所
河辺支所

休 休 休 休 休 休
その他体育施設 休 休 休 休 休 休
学校体育施設（屋内運動場） 休 休 休 休 休 休
学校体育施設（屋外運動場） 休 休 休 休 休 休

環
境
・
衛
生

ごみの収集

大洲地区 24－2111 市民生活課 休 休 休 休
長浜地区 52－1111 長浜支所 休 休 休 休 休 休
肱川地区 34－2311 肱川支所 休 休 休 休 休 休 休 休
河辺地区 39－2111 河辺支所 休 休 休 休 休 休 休 休 休

燃やすごみの持ち込み
※通常業務時間 8 :30～16:30 26－1615 環境センター 8:30～ 

正午 休 休 休 休
燃やさないごみの持ち込み
※通常業務時間 8 :30～16:30 24－7053 不燃物埋立地 休 休 休

病
院

市立大洲病院 24－2151 市立大洲病院 休 休 休 救急のみ 休

大洲喜多休日夜間急患センター（内科）23－1156 大洲喜多休日夜間
急患センター

20:00～ 
23:00

20:00～ 
23:00

20:00～ 
23:00

20:00～ 
23:00

20:00～ 
23:00

9:00～ 
18:00

9:00～ 
18:00

9:00～ 
18:00

9:00～ 
18:00

9:00～ 
18:00

20:00～ 
23:00

年末年始の業務カレンダー
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【日　時】12月17日㈰
午後 1 時30分～ 4 時30分

【場　所】肱川風の博物館・歌麿館
【定　員】100人（先着順）
【申し込み方法】
　12月12日㈫までに、FAXまたはEmailで愛媛大学
COC企画運営部事務局まで申し込みください。FAX
で申し込む場合、市役所本庁、各支所、各公民館
に用意していますので、そちらをご利用ください。
Emailの場合は、氏名、所属、役職名、電話番号、メー
ルアドレスを明記のうえ送信ください。
※ 承諾の連絡はいたしません。定員に達した場合、

お断りの連絡をします。
※ 障がいのある人などで支援の必要な人は、 2 週間

前までにその旨をお書き添えください。

【講　演】
▽第 1 部（午後 1 時50分～）　
　 　「地域課題は『自らの地域資源発見と活用』で解

決できる～地域ブランド、観光開
発は『足元埋蔵金』の発掘にある～」

　講師：柳田　公
こう

市
いち

　先生
　（ 元JETRO短期商品発掘専門家、

元ASEAN Japan-centre商品発掘
専門家）

▽第 2 部（午後 3 時30分～）
　「地域資源を活用した地域の活性化
～肱川プロジェクト～」
　講師：坂本　世

せ

津
つ

夫
お

　先生
　（愛媛大学社会連携推進機構教授）

肱
川
あ
ら
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

作
品
募
集

　

神
秘
の
自
然
現
象
「
肱
川
あ
ら
し
」

の
写
真
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
限
】

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

【
規
　
格
】

▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４
切

　
（
ワ
イ
ド
４
切
可
）

▽ 

デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
い
ず

れ
の
応
募
も
可
。
画
像
の
修
正
は
不

可
。

【
各
　
賞
】（
入
賞
は
、
１
人
１
賞
）

▽
推
薦　

１
名　

賞
状
と
賞
金
２
万
円

▽
特
選　

２
名　

賞
状
と
賞
金
１
万
円

▽
準
特
選
３
名　

賞
状
と
賞
金
３
千
円

▽
佳
作　

５
名　

賞
状
と
特
産
品

【
発
　
表
】

平
成
30
年
２
月
下
旬
ご
ろ

愛
媛
新
聞
紙
上
を
予
定

（
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
）

【
応
募
上
の
注
意
】

▽ 

応
募
作
品
は
、１
人
３
点
ま
で
と
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
中
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
も
の

▽ 

応
募
作
品
に
人
物
が
写
っ
て
い
る
作

品
は
、
本
人
（
被
写
体
）
の
承
諾
を

得
た
う
え
で
応
募

▽ 

応
募
作
品
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影

し
た
も
の
（
他
人
の
名
前
を
使
用
し

た
場
合
は
失
格
）

▽ 

応
募
票
に
必
要
事
項
（
題
名
・
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
撮
影
年
月
日
）

を
明
記
の
う
え
、
作
品
裏
面
に
貼
付

▽ 

応
募
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側
に

帰
属

▽ 

入
賞
者
は
、
所
定
の
日
ま
で
に
ネ
ガ

ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
を
提
出

▽
応
募
作
品
の
返
却
不
可

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
・
３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

（
長
浜
支
所
内
）

☎
�
１
１
９
８

愛媛大学COC公開講座 in 大洲市
　愛媛大学は、市との連携協定に基づき、地域に密着した教育、研究、社会貢献活動に取り組んでいます。
その一環として、「地域資源を活用した地域の活性化」をテーマに公開講座を開催します。参加無料ですので、
ぜひご参加ください。

平成28年度推薦作品「朝日輝く」

【主　催】愛媛大学　【共　催】大洲市
【申し込み・問い合わせ先】愛媛大学COC企画運営部事務局
　　　　　　　　　　　　　☎ 089（927）8964　　℻ 089（927）8820　　Email:coc@stu.ehime-u.ac.jp
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四
国
の
道
路
も
、
冬
期
は
積
雪
や
凍

結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
車
の
立
ち

往
生
が
発
生
し
、
重
大
な
事
故
・
渋
滞

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
出
か
け
前
の
情
報
収
集
と
、
冬
用

タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
が
必
要
で

す
。

【
四
国
の
道
路
情
報
】

▽
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

 https://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/
road/info/index.htm

l

 

大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会
参
加

を
目
的
に
、
庭
木
の
剪せ
ん

定て
い

、
お
墓
掃
除

や
農
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

▽ 

雇
用
や
人
材
派
遣
と
異
な
り
、
セ
ン

タ
ー
が
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す
。

▽ 

ご
相
談
、
見
積
も
り
の
う
え
、
セ
ン

タ
ー
が
契
約
を
結
び
、
責
任
を
持
っ

て
仕
事
を
遂
行
し
ま
す
。

▽ 

セ
ン
タ
ー
は
、
収
益
を
目
的
と
し
て

い
な
い
た
め
、
一
般
的
に
料
金
が
割

安
で
、
公
共
的
、
公
益
的
団
体
な
の

で
安
心
で
す
。

冬
の
道
路
の
通
行
は
、
出
発
前
の
準
備
を
し
っ
か
り
と

「
大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

▽
携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
か
ら

【
問
い
合
わ
せ
先
】

道
の
相
談
室

☎
０
８
７
（
８
１
１
）
８
４
６
０

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
管
理
課

☎
０
８
７
（
８
５
１
）
８
０
６
１

【
会
員
に
登
録
で
き
る
人
】

　

60
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
し
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

※ 

仕
事
の
依
頼
ま
た
は
会
員
登
録
を
希

望
す
る
人
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉓
０
３
１
２

E-M
ail:ozusilver@

cnw
.ne.jp

求人移住総合情報サイト「あのこの愛媛」がオープン
　愛媛県内の求人情報や移住情報をまとめて探せるサイト

「あのこの愛媛」がオープンしました。

▽「あのこの愛媛」とは
　愛媛県、伊予銀行、いよぎん地域経済研究センター、野
村総合研究所、ＨＲソリューションズが共同で作成した、
15,000件以上の県内求人情報や移住情報をまとめて探せるサ
イトです。
▽「あのこの愛媛」で探せる情報
・ ハローワーク、愛workナビなどの求人情報（県内正社員、

パート、アルバイト）
・県および市町の移住支援情報など
▽市内事業所のみなさんへ
　「あのこの愛媛」に、無料で求人情報を掲載することがで
きます。掲載方法などご不明な点はお
問い合わせください。

▽URL・QRコード
　「あのこの愛媛」URL
　https://ano-kono.ehime.jp

【問い合わせ先】
愛媛県総合政策課　☎089（912）2233
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平
成
30
年
度　

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園　

入
所
児
童
募
集

【
申
込
受
付
期
間
】

12
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

【
受
付
場
所
】

各
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
ま
た
は

子
育
て
支
援
課

【
保
育
所
入
所
の
条
件
（
抜
粋
）】

▽ 

会
社
員
、
パ
ー
ト
、
自
営
業
な
ど
で

働
い
て
い
る

▽ 

妊
娠
、
出
産
、
病
気
、
け
が
、
ま
た

は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

▽
病
人
を
看
護
し
て
い
る　
　
　

な
ど

【
必
要
書
類
】

　

支
給
認
定
申
請
書
（
兼
）
入
所
申
込

書
の
ほ
か
、保
護
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

次
の
よ
う
な
書
類
が
必
要
で
す
。

▽
勤
務
（
内
職
）
証
明
書

▽ 

自
営
業
（
農
業
・
漁
業
）
従
事
申
出

書
▽ 

市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
（
平
成
29

年
度
分
）
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降

に
大
洲
市
に
転
入
さ
れ
た
人
の
み

　

な
ど

※ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
書
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入所募集保育所・認定こども園

保 育 所 名 定員
（2.3号） 所　在　地 電話番号

※◎大洲保育所 103 大洲810-1 24-2919

※喜多保育所 85 中村462-2 24-2749

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-2 25-5163

※新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600

粟津保育所 40 八多喜町甲1253 26-0220

三善保育所 30 春賀甲1182 26-0162

南久米保育所 40 北只411 24-3754

※大成保育所 20 森山甲729-1 27-0706

※肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104

◎肱北保育所 105 東大洲85-1 24-3188

徳森保育所 115 徳森2632-32 25-4020

※長浜保育所 60 長浜甲466 52-0453

白滝保育所 30 白滝甲192-1 54-0203

※◎大和保育所 60 長浜町下須戒8-2 59-3755

※肱川保育所 45 肱川町宇和川65 34-3393

※◎土（福）
大洲乳児保育所 60 田口甲2530-1 24-4418

※土（福）
五郎保育園 70 五郎甲45-1 23-4478

※◎土（学）
認定こども園
愛媛帝京幼稚園

80 新谷甲2003-1 25-0602

※◎土（株）
認定こども園
悠園

70 徳森2217-51 25-3936

※…乳児（ 0 歳児）受入れ　　◎…時間延長　　土…土曜午後受入れ
　（福）…社会福祉法人（私立）　　（学）…学校法人（私立）
　（株）…株式会社（私立）

【
入
所
の
決
定
に
つ
い
て
】

　

入
所
が
決
定
し
た
児
童
に
は
、
支
給

認
定
証
と
入
所
承
諾
書
を
２
月
上
旬
に

各
家
庭
へ
送
付
す
る
予
定
で
す
。

【
面
接
に
つ
い
て
】

　

入
所
決
定
後
、
児
童
同
伴
に
よ
る
面

接
を
行
い
ま
す
。
日
程
は
入
所
承
諾
書

に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

保
育
所
で
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
料
に
つ
い
て
】

▽ 

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や
各
家
庭

の
課
税
状
況
、
保
育
時
間
な
ど
を
基

に
決
定
し
ま
す
。

▽ 

保
育
料
は
、
口
座
振
替
と
な
っ
て
い

ま
す
。
入
所
決
定
後
、
口
座
振
替
依

頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▽ 

保
育
時
間
は
、
保
護
者
の
就
労
時
間

な
ど
に
応
じ
、
保
育
標
準
時
間
か
保

育
短
時
間
に
な
り
ま
す
。

▽ 

平
成
29
年
度
か
ら
引
き
続
き
入
所
す

る
児
童
と
、
転
園
を
希
望
す
る
児
童

も
、
入
所
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

子
育
て
支
援
課　

☎
㉔
５
７
１
８
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幼稚園名
（市立）

問い合わせ先 募集人員(人)
保育時間

所　在　地 電話番号 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計
大　洲 大洲715番地 24－3565 30 35 35 100

午前 8 時～
午後 2 時

喜　多 東大洲85番地1 24－2266 － 70 70 140
久　米 阿蔵甲579番地1 23－2796 － 35 35 70
平　野 平野町平地28番地 23－2889 － 35 35 70
肱　川 肱川町山鳥坂527番地2 34－2761 － 35 35 70

河　辺 河辺町植松674番地 39－2808 35 35 70 午前 8 時～
午後 3 時

※募集人員は、現在の園児数を含んだ人数で、変更になる可能性があります。
※行事などにより、幼稚園が振り替え休業の場合があります。来園の際には事前にご連絡ください。

平
成
30
年
度
幼
稚
園
児
募
集

　

平
成
30
年
度
市
立
幼
稚
園
児
募
集
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
入
園
希
望
者

が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

【
入
園
資
格
】

市
内
に
居
住
す
る
幼
児

▽
３
歳
児
（
大
洲
・
河
辺
の
み
実
施
）

　
（ 

平
成
26
年
４
月
２
日
〜
平
成
27
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

※
市
内
全
域
か
ら
募
集

▽
４
歳
児

　
（ 

平
成
25
年
４
月
２
日
〜
平
成
26
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

▽
５
歳
児

　
（ 

平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平
成
25
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

※
保
育
年
限
は
３
年
か
ら
１
年

【
入
園
手
続
き
】

　

入
園
願
書
な
ど
を
12
月
15
日
㈮
か
ら

12
月
25
日
㈪
ま
で
に
「
入
園
希
望
の
幼

稚
園
」
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
、
12
月
１
日
㈮
か
ら
各
幼

稚
園
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
各
家
庭
の
世
帯
構
成
や
課

税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

※
参
考　

平
成
29
年
度　

園
児
１
人

　

月
額
（
上
限
）　

５
５
０
０
円

【
そ
の
他
】

　

幼
稚
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、
入
園

願
書
と
支
給
認
定
申
請
書
を
、
幼
稚
園

を
通
じ
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
久

米
・
平
野
・
河
辺
幼
稚
園
は
、
教
育
時

間
終
了
か
ら
午
後
６
時
ま
で
お
よ
び
長

期
休
業
期
間
に
、
一
時
預
か
り
を
実
施

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
市
立
幼
稚
園

教
育
総
務
課　

☎
㉔
１
７
３
３

　えひめ防災週間（12月17日～23日）にあわせて、
地震が発生した際の安全確保行動の確認や防災
に関する意識の向上を図るため、県民総ぐるみ
地震防災訓練が実施されます。

【日　時】12月18日㈪　午前11時～
【対　象】 訓練参加を希望する個人・家族、企業

などの団体
【内　容】　▽防災行政無線放送（市内全域）
　　　　　▽3つの安全確保行動（下図参照）
　　　　　▽「プラスワン訓練」（実施する団体）

【申し込み】
　訓練に参加希望の場合は、シェイクアウト
えひめのページ（https://www.pref.ehime.jp/
bosai/shakeout29/kunren.html）をご覧ください。

【問い合わせ先】危機管理課　☎24－1742

　市では、有用な人材を育成するため、経済的
理由により修学困難な学生または生徒に対して
奨学金を貸与します。
　希望者は、在籍する学校を通じて願書を教育
委員会へ提出してください。

【貸与月額】
▽高等学校・高等専門学校奨学生　18,000円
▽大学・短期大学奨学生　　　　　30,000円
※専門学校・専修学校は対象外

【申込期限】
平成30年 1 月31日㈬
※ この期日は、各学校から教育総務課への提出

期限となります。希望者は、各学校が別途指
定する期日までに申し込みを行ってください。

【問い合わせ先】教育総務課　☎24－1733

「シェイクアウトえひめ」のご案内 平成30年度大洲市奨学生募集
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３　職員の給与の状況

職員数（人） 対前年度
増減数 主な増減理由

平成28年度 平成29年度

一

般

行

政

部

門

議 会 4 4 0

総 務 92 92 0

税 務 24 24 0

民 生 160 160 0

衛 生 24 25 1 保健師補充

労 働 0

農 水 36 33 △3 業務内容の変更

商 工 12 15 3 業務内容の変更

土 木 47 46 △1 支所職員配置見直し

小計 399 399 0
特
別
行

政
部
門

教 育 82 80 △2 事務分掌変更
幼稚園教諭退職不補充

小計 82 80 △2

公
営
企
業
な
ど

会

計

部

門

病 院 181 185 4 医師および技師補充

水 道 14 14 0

下 水 道 6 6 0

そ の 他 30 30 0

小計 231 235 4

合　計 712 714 2

⑴　職員の採用・退職などの状況（H28.4.2～H29.4.1）

職　　　　種 職員数（人）
事 務 職 332
技 師 32
保 育 所 保 育 士 62
施設保育士・指導員など 17
栄 養 士 7
保 健 師  ・ 助 産 師 25
社 会 福 祉 士 な ど 4
司 書   ・ 学 芸 員 6
教 育 公 務 員 19
技 能 労 務 職 35
医 師 14
看 護 師 129
医 療 技 術 職 32

計 714

職　　　　名 昇任・昇格人数（人）
部 長 －
副 部 長 1
課 長 4
主 幹 －
課 長 補 佐 7
専 門 員 12
係 長 20
主 査 8
主 事 な ど 12

計 64

区　分
住民基本台帳
人口

（H29.3.31）
歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成27年度
人件費率

平成
28年度 44,634人 240億

3,680万円
18億
1,484万円

41億
16万円 17.1％ 17.3％

１　職員の任免および職員数の状況

職　　　種
退　　　　　職

採用 再任用
定年退職 勧奨退職 その他 計

事 務 職 8 1 4 13 5 6
技 師 1 1 1
保 育 所 保 育 士 5 1 3 9 4 5
施設保育士・指導員など 0
栄 養 士 1 1 1
保 健 師・ 助 産 師 2 2 1 2
社 会 福 祉 士 な ど 0 2
司 書　・ 学 芸 員 0
教 育 公 務 員 2 2 1
技 能 労 務 職 3 3 1
医 師 3 3 4
看 護 師 5 5 5
医 療 技 術 職 0 3

計 20 2 17 39 26 15

⑵　職層別構成（H29.4.1現在）

⑶　昇任・昇格および降任の状況（H28.4.2～H29.4.1）

⑷　部門別職員数の状況と主な増減理由（H29.4.1現在）

※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

２　職員の人事評価の状況

⑴　人件費の状況（普通会計決算）�

（人）

　一般職の職員（規程で定める職員を除く）を対象
に、平成28年 4 月 1 日から平成29年 3 月31日までの
期間の勤務状況について、人事評価を行いました。
人事評価は、評定を受ける職員の上位の職位となる
職員で規程で定める者を第一評価者として、また、
第一評価者の直近上位の職位となる職員を第二評
価者として、職員の能力、執務態度および業績など
の評価を行いました。

大洲市の人事行政の運営などの状況をお知らせします。
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１週間の正規�
の勤務時間

１日の正規�
の勤務時間 始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 7 時間45分 8 時30分 17時15分 60分 土・日曜日

区　　分 給料、報酬などの月額

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

871,000円
676,000円
565,000円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

447,000円
370,000円
344,000円

期
末
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

3.25月分
（28年度支給割合）

退
職
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長

（算定方式）
給料月額 × 在職月数 × 100分の46
給料月額 × 在職月数 × 100分の27
給料月額 × 在職月数 × 100分の20

（支給時期）
任期ごとに支給
任期ごとに支給
任期ごとに支給

区分 内　　　　容 国の制度
との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

配 偶 者　10,000円、 扶 養
親族 6,500円（子の場合：
8,000円）、配偶者のない職
員の扶養親族 1 人目 9,000
円（ 子 の 場 合10,000円 ）。
一定の年齢の扶養親族 1
人につき5,000円を加算。

同 －

住居手当

借家居住者…家賃と12,000
円の差額が11,000円に達す
るまでその差額を支給（支
給限度額27,000円）

同 －

通勤手当

通勤距離片道 2 ㎞以上
　交通機関利用…普通運賃相当額

同 －

　交通用具利用
2 ㎞以上 ……  2,000円
5 ㎞以上 ……  4,200円
10㎞以上 ……  7,100円
15㎞以上 …… 10,000円
20㎞以上 …… 12,900円
25㎞以上 …… 15,800円

～　31,600円

期末手当
勤勉手当

　支給割合（28年度）
期末手当　　　勤勉手当
 2.6月分　　　1.7月分
　　役職加算 5 ～15％
１人当たりの平均支給額（28年度） 

1,453千円

異 役職加算　 5 ～20％
管理職加算　10～25％

種　類 休暇の概要、取得の要件など

有
給
休
暇

年次
有給
休暇

１年につき20日
（前年の繰り越し日数の上限20日のため、最高40日）

病気
休暇

負傷または疾病のため、医師の診断により療養する
必要がある場合

特別
休暇

主な休暇
公民権の行使、産前休暇、産後休暇、忌引、結婚休暇、
夏期休暇、短期介護休暇など

無
給
休
暇

介護
休暇

負傷、疾病または老齢により、 2 週間以上にわたり
日常生活を営むのに支障がある者の介護をする場合

⑶　特別職の報酬などの状況（H29.4.1現在）

⑷　職員手当の状況

⑴　一般職員の勤務時間の状況（H29.4.1現在）

総付与日数
Ａ
総取得日数

Ｂ
全対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ/Ａ

日
13,197

日
2,705

人
336

日
8.1

％
20.5

育児休業 部分休業 育児短時間勤務
27人 16人 0人

自己啓発等休業 修学部分休業 高齢者部分休業
0人 0人 0人

⑵　主な特別休暇など

⑶　一般職員の年次有給休暇の取得状況

（注） 取得者数は、平成28年度に新たに取得した者のほか、前年度から
引き続き取得している者も含む。

⑴�育児休業、部分休業および育児短時間勤務の取得者数

⑵�自己啓発等休業、修学部分休業および高齢者部分休業の取得者数

（注）勤務所によっては、始業・終業・週休日が異なる場合があります。

（注） 対象職員数は、教育委員会・病院などに勤務する職員を除いています。

処　　分　　事　　由 処分の種類
降任 免職 休職 降給 失職

心身の故障の場合
地 公 法 第 2 8 条
第 １ 項 第 ２ 号
第 ２ 項 第 １ 号

9

⑴　分限処分者数� （人）

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５　職員の休業に関する状況

処　　分　　事　　由 処分の種類
戒告 減給 停職 免職

職務を怠った場合 地公法第29条
第 1 項第 2 号

非行のあった場合 地公法第29条
第 1 項第 3 号

⑵　懲戒処分者数� （人）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

大洲市 323,949円 376,884円 44.8歳 286,869円 302,122円 53.3歳

国 330,531円 410,719円 43.6歳 286,833円 328,360円 50.6歳

⑵　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（H29.4.1現在）

６　職員の分限および懲戒処分の状況
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取得者数 期　　　　　　　　　間

60
1 カ月未満 1 カ月以上 2 カ月以上

45 4 11

退職時
職位

退職
者数

再就職先
再就職者数再任用職員 民間企業など 外郭団体など 市嘱託職員

部長職 2 1 0 0 0 1

課長職 3 1 0 0 0 1

合　計 5 2 0 0 0 2

研修区分 研修種別 研修内容など 研修期間（日）受講者（人）

自主研修

新規採用職員研修 2 24

階 層 別 研 修
部課長級研修 1 53

係 長 級 研 修 1 98

人権同和教育研修 - 全職員

職 場 検 討 会 - 全職員

人事評価制度研修 1 123

女性職員人材育成研修 1 138

保 育 士 等 研 修 1 203

人 材 育 成 研 修 救命救急・接遇研修など 1～2 571

委託研修

自 治 大 学 校 72 1

市町村職員中央研修所 3～11 6

愛 媛 県 研 修 所

市町課長研修 2 5

市町中堅職員研修 4 6

市町係長研修 4 10

専 門 研 修 1～3 18

そ の 他 防災対策研修など 1～2 15

定期健康診断受診者 388

人間ドック受診者 368

生活習慣病予防健診等受診者 99

公 務 災 害 5 件

通 勤 災 害 0 件

７　職員の服務の状況

⑴　服務規律の順守に関する取組の状況
　 　通達の発出や各種研修を実施し、職員の服務

規律の順守に努めています。

　営利企業などに再就職した元職員に対し、離職
前 5 年間の職務に属する契約等事務に関し、離職
後 2 年間は、職務上の行為をするように、または、
しないように現職職員に働きかけることなどを禁
止しています。

⑵　病気休暇の取得状況� （人）

○平成２8年度退職者（部長職・課長職）の再就職の状況�（人）

８　職員の退職管理の状況

９　職員の研修の状況
⑴　研修の（実施）状況

１０　職員の福祉および利益の保護状況

⑴　健康診断受診者数� （人）

１１　勤務条件に関する措置の要求の状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8 条第 2 項第 1 号および大洲

市職員の勤務条件に関する措置の要求に関する
規則に基づき、職員の給与、勤務時間その他勤
務条件に関する要求を審査、判定し、必要な措
置を執る。

⑵　種別、件数について………該当なし

１２　不利益処分に関する不服申立ての状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8 条第 2 項第 2 号および大洲

市職員の不利益処分に関する審査に関する規則
に基づき、職員に対する不利益な処分について
不服申立てに対する裁決または決定をする。

⑵　種別、件数について………該当なし

１3　職員からの苦情の処理の状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8 条第 2 項第 3 号に基づき、職

員からの勤務条件その他人事管理に関する苦情
の申し出および相談に対し助言などを行うほか、
関係当事者に対し、公平委員会の指揮監督のも
とに、指導、あっせんその他の必要な措置を行う。

⑵　種別、件数について
　　勤務条件に関する苦情・相談………該当なし

⑶　福利厚生制度に係る負担
　　共済組合への負担金
　　　愛媛県市町村職員共済組合 …… 799,805千円
　　　公立学校共済組合 ………………  30,212千円

　　愛媛県市町村職員互助会への負担金
 ……………… 5,092千円

⑵　公務災害・通勤災害の認定状況
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平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

事
業
主
は
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
全
て
の
従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
書

を
作
成
し
て
、
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
地
方
税
法
第
３
１
７
条
６

　

提
出
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告
書
は
、

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を

適
正
に
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
１
月
末
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、県
内
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
、

市
県
民
税
の
特
別
徴
収
完
全
実
施
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
時
の
注
意
点

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
施

行
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
（
平
成

28
年
分
）
か
ら
、
給
与
支
払
報
告

書
の
様
式
の
変
更
が
あ
り
、
法
人

番
号
・
個
人
番
号
の
記
入
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

提
出
時
に
個
人
事
業
主
の
本
人
確

認
（
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
本
人
確
認
書

類
の
提
示
（
郵
送
の
場
合
は
写
し

の
添
付
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

法
人
の
場
合
、
本
人
確
認
書
類

の
提
示
・
添
付
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
市
民
税
係　

☎
㉔
１
７
１
１

障害基礎年金制度をご存じですか
　障害基礎年金とは、万一の病気やけがで一定の障
がいが残ってしまった場合、要件を満たしていれば
受け取ることができる年金です。

【年金額】
▽ 1 級　年額974,125円
▽ 2 級　年額779,300円

（平成29年度の金額）
※ 障害基礎年金の受給者によって生計を維持されて

いる18歳到達年度の末日までの子がいる場合、子
の人数に応じて加算があります。

※ 初診日に厚生年金に加入していた場合は、障害厚
生年金の請求になります。

　詳しくは、下記へご相談下さい。

【問い合わせ先】
保険年金課  ☎24－1713
松山西年金事務所 ☎089（925）5105

【受給要件】
　次の 3 つの条件をすべて満たす場合、受け取るこ
とができます。

本人確認書類について
▽マイナンバーカード（個人番号カード）がある場合
　マイナンバーカードだけで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
▽マイナンバーカード（個人番号カード）がない場合

番号確認書類

【マイナンバーが確認できる書類】
・通知カード
・マイナンバーの記載がある住民票
などのいずれか1つ

身元確認書類

【 記載したマイナンバーの持ち主
であることが確認できる書類】

・運転免許証　・健康保険証
などのいずれか1つ

＋

①

障がいの原因となった病気やけがについて、初めて
医師の診療を受けた日（初診日）に、下記いずれか
に該当していること
▽国民年金の加入期間（20歳から60歳まで）である
▽ 60歳以上65歳未満（日本に住んでいる場合のみ）

で老齢基礎年金の繰上げ請求をしていない
▽20歳未満で年金未加入期間である

②
初診日から 1 年 6 カ月経過した日において、障がい
の状態が国民年金法に定める 1 級または 2 級に該
当していること（注意 1 ）（注意 2 ）

③
初診日の前々月までに、保険料を納めた期間（免除・
猶予期間を含む）が加入期間の 3 分の 2 以上あるこ
と。ただし、初診日の　前々月までの直近 1 年間に
保険料の未納がない場合でもよい（注意 3 ）

（注意 1 ）ただし、 1 年 6 カ月以内に治った場合は治った日
（注意 2 ） 1 年 6 カ月経過時は障害の状態に該当しなかった場合で、65歳ま
でに悪化し 2 級以上の傷害の状態になった場合も該当

（注意 3 ）20歳以前の病気やけがで障害年金を申請する場合は、納付要件は
ありません。ただし、本人の前年の所得が、一定額を超える場合は、年金
が停止されます。
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お

 

し
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
家
庭
で
も

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
が
増
え
て
き
ま
す
。
暖
房
器
具
は
便

利
な
器
具
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と
重

大
な
事
故
や
、
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
無
火
災
で
過
ご
す
た
め

に
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽ 

ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
十
分
な
点
検
・
整
備
を
行
う

▽ 

給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の
蓋
が
確
実

火
災
予
防
に
つ
い
て

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

に
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
す
る

▽ 

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
、
引
火
の
危
険

が
あ
る
も
の
は
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で

使
用
し
な
い

▽ 

外
出
時
や
寝
る
と
き
は
必
ず
火
の
元

の
確
認
を
す
る

▽ 

た
ば
こ
の
火
は
、
水
に
濡
ら
す
な
ど

完
全
に
消
火
し
て
か
ら
捨
て
る

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

ご
家
族
以
外
の
社
員
、
従
業
員
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
に
は
、
労
働
保
険
（
労
災
・

雇
用
）
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

愛
媛
県
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
２

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低

賃
金
」
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
労
働
者
に
支
払

う
賃
金
は
、
10
月
１
日
以
降
１
時
間
７
３

９
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
５

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司
法
書

士
に
よ
る
電
話
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

【
開
催
日
時
】

12
月
９
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
相
談
用
電
話
番
号
】

０
８
９
（
９
０
７
）
３
９
８
８

（
１
回
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
対
象
者
】

　

高
齢
者
、
高
齢
者
の
ご
家
族
、
高
齢

者
の
施
設
職
員
、介
護
関
係
の
職
員
で
、

高
齢
者
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人

【
相
談
内
容
】

▽
相
続
手
続
き
・
遺
言
の
方
法

▽
生
活
保
護
の
問
題

▽ 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
知
り
た
い

▽
お
金
の
管
理
に
関
す
る
問
題　

な
ど

※ 

相
談
内
容
は
司
法
書
士
法
第
３
条
に

定
め
ら
れ
た
範
囲
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
司
法
書
士
会

０
８
９
（
９
４
１
）
８
０
６
５

※ 

こ
の
電
話
で
相
談
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

若
者
の
葛
藤
や
地
元
愛
を
通
し
、「
愛

媛
で
暮
ら
す
魅
力
」
に
気
付
い
て
も
ら

う
マ
ン
ガ「
ヒ
メ
の
い
る
ま
ち
」を
制
作
し
、

愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
主
人
公
の
選
択
、「
愛
媛
」
か
「
東

京
」か
、ぜ
ひ
一
緒
に
見
届
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
総
合
政
策
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
３
０

℻
０
８
９
（
９
２
１
）
２
０
０
２

U
RL:http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/
h12100/m

anga/him
e.htm

l

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
よ
ろ
ず
法
律
電
話

相
談
会
の
お
知
ら
せ

え
ひ
め
の
暮
ら
し
や
す
さ

を
マ
ン
ガ
で
発
信
中
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放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第
１
学

期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代

か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人

の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

情
報
な
ど
、
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

第
１
回
は
、
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬
ま

で
、
第
２
回
は
３
月
20
日
㈮
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
８
５
４
４

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
７
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
海
外
生
活
を
通
し
て

交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
内
　
容
】ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な

ど※
コ
ー
ス
で
体
験
内
容
を
選
べ
ま
す

【
研
修
国
】
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

【
日
　
程
】
３
月
22
日
㈭
〜
４
月
４
日

㈬
の
内
６
〜
10
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

【
対
　
象
】
小
学
校
３
年
〜
高
校
３
年

【
締
め
切
り
】
２
月
１
日
㈭

（
１
月
22
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
の
人

は
、
早
期
割
引
１
万
円
）

※ 

参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
に
て

資
料
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
】

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
・
15
・
４

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

℻
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
４

U
RL

：http://w
w
w
.kskk.or.jp

募
　集

イ
 

ベ
ン
ト

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
収
容

し
た
ね
こ
を
、
家
庭
で
終
生
大
切
に
飼

っ
て
い
た
だ
け
る
人
に
お
譲
り
す
る
譲

渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
の
模
範
飼
い
主
と
な

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

【
日
　
時
】

12
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

【
場
　
所
】

南
予
地
方
局　

７
階
第
１
会
議
室

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
・
１
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
専
用
は
が
き
を
郵
送

　
（
12
月
15
日
㈮
必
着
）

▽ 

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
電

子
申
請

　
（
12
月
14
日
㈭
ま
で
）

※ 

専
用
は
が
き
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
・
各
保
健

所
・
愛
媛
銀
行
各
支
店
窓
口
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
７
７
）
９
２
０
０

※
月
曜
休
館

　

県
民
総
合
文
化
祭
30
周
年
記
念
事
業

第
１
弾
と
し
て
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
米め

良ら

美よ
し

一か
ず

さ
ん
と
松
山
市

民
吹
奏
楽
団
と
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
と
県

内
文
化
団
体
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
、
高
校
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

【
日
　
時
】

12
月
23
日
㈯

午
後
４
時
〜
６
時
30
分

【
場
　
所
】

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

（
松
山
市
道
後
町
２
・
５
・
１
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

入
場
整
理
券
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
７
２

℻
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
６
９

「
ね
こ
の
移
動
譲
渡
会
＆
譲

渡
前
講
習
会
in
宇
和
島
」

県
民
総
合
文
化
祭
30
周
年

記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集
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民
間
企
業
を
辞
め
、
父
親
の
跡
を
継

い
だ
の
は
12
年
前
に
な
り
ま
す
。
も
と

も
と
継
ぐ
こ
と
は
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
一
度
河
辺
か
ら
出
て
、
そ
と
の
情

報
を
知
る
た
め
に
県
外
の
企
業
に
就
職

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
自
分
が
業
務
の

中
心
と
な
り
、
魚
の
養
殖
や
加
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
ご
の
里
は
、
河
辺
の
山
間
に
あ

り
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
自
然
の
中
で
育
っ
た
川
魚
を
新
鮮

な
状
態
（
刺
身
な
ど
）
で
提
供
し
、
多

く
の
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
課
題

と
な
る
の
は
、
情
報
の
発
信
で
す
。
よ

り
多
く
の
人
に
河
辺
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
用
い
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
に
よ
る
情

報
の
拡
散
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
順
調

あまごの里

梅木　健
けん

一
いち

　さん

　「情報発信が勝負の鍵」と話
す40歳。

「
河
辺
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
」

に
来
訪
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
あ
ま
ご
の
里
だ
け
で
は
な

く
、
河
辺
へ
の
沿
線
を
広
域
的
に
整
備

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
先
代
が
守
っ
て
き
た
も
の

を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
お
い
し
い
魚

を
提
供
し
た
い
で
す
。

　「美味しいそばを食べたい」という思いから、私
たちは本格的なそば打ちを学んでいます。私たちの
先輩は大洲地域の伝統的食文化の継承活動に取り組
んできました。中でも、珍しい田舎そばに注目し、
生産組合のみなさんと一緒にそばの種まきや収穫作
業を行ってきました。昔は農家で食べられていたそ
ばですが、最近は栽培する農家も減り、手打ちのそ
ばを食べる機会も少なくなりました。

―次回は長浜高等学校からです。

　そこで、先輩の思いを引き継ぎ、そば文化の復活と
継承に向けて取り組むことにしました。初めて打った
時には、そばになりませんでしたが、練習を重ねるう
ちにこつを覚え、そばに近づいてきました。そばの魅
力を感じた私たちは、おいしいそばが打てるように練
習に励んでいます。年末には老人福祉施設で、おいし
い年越しそばを提供することを目標にしています。少
しでも美味しいそばが打てるように頑張ります。

左から
兵頭　海

かい

渡
と

　さん

安川　修
しゅう

太
た

　さん

三好　里
り

奈
な

　さん

中島　美
み

侑
ゆう

　さん
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大洲市立図書館 　☎ 59ー4111
長浜分館 　☎ 52ー1121
肱川分館 　☎ 34ー2319
河辺分館　 　☎ 39ー2111

図書館 《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■＝12月の休館日
〈開館時間　午前 9時30分～午後 6時〉
※28日は館内図書整理日のため休館します。

12月展示

クリスマスおはなし会

一般：『あなたも一緒に名推理』
　寒くて長い冬の夜。なかなか寝付けずに時間だけが
過ぎていく、という日もあるかも知れません。そんな時、
推理小説はいかがでしょう。息をのむ駆け引き、目を
見張るトリック、謎が解けた爽快感、そして気付けば朝。
今月は、探偵や刑事が活躍する本の展示を行います。

児童：�『作るのって楽しい』
　「作る」ことは好きですか。暗くて寒くて外で遊べな
い時は、何か作ってみませんか。手軽にできる折り紙
から大人といっしょに料理まで。今月は、「作る」とい
うことをテーマにいろいろ集めています。上手にでき
たら飾ったりプレゼントしたりしましょう。

オススメ新着図書

　古い祭りや妖怪の言い伝えが今も
残る岡山の田舎で、サーカスから逃げ
たアナコンダに襲われた綾乃は、危う
いところを箒に乗った魔女に助けられ
る。怪我を負った綾乃は、魔女の学
校で治療を受け、そのまま入学するこ
とに…。

　北方領土問題は2018年、プーチ
ン大統領が大きく動かす。トラン
プ大統領の根底にあるのはクリス
チャン・シオニズムと黄禍論…。
佐藤優が各国首脳の思考回路を解
剖し世界情勢を説く。2017年開催
の新潮講座を書籍化。

ぬばたまおろち、しらたまおろち
白鷺　あおい著　またよし装画、大野　リサ装幀
出版：東京創元社（創元推理文庫）

ゼロからわかる「世界の読み方」
佐藤　優著　出版：新潮社

　大洲市立図書館では、今年も図書館職員によるクリ
スマスおはなし会を開催します。絵本の読み聞かせや、
紙芝居、手遊びなど、楽しいおはなしをたくさん用意
しています。申し込みは必要ありませんので、お気軽
にお越しください。サンタさんが来てくれるかもしれ
ませんよ。

【日時】　12月23日㈯　午後 2 時30分～ 3 時15分
【場所】　大洲市立図書館　 1 階　コミュニティホール
【対象】　幼児～小学校低学年

（本文紹介TRCマークより）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
※�本の貸し出し状況にかかわらず、図書館ホームページと電話（☎59－4111）から予約ができます。

　マラソン大会を 3 年連続棄権した
優。その 3 回目の大会直後に出会っ
た先輩の指導で、優は本格的な走法
を身につけていく。そして 4 度目の大
会がやってくる。異世界と現実のシン
クロから生まれる、心ゆさぶる物語。

幽霊ランナー（児童書）
岡田　潤作　マテウシュ・ウルバノヴィチ装画
出版：金の星社

昨年度の様子
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保健センター
大洲市保健センター☎₂₃ー₀₃₁₀（大洲地域）
長浜保健センター　☎₅₂ー₃₀₅₅（長浜地域）
肱川保健センター　☎₃₄ー₂₃₄₀（肱川地域）
河辺保健センター　☎₃₉ー₂₁₁₃（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

12月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

3 日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈94︵24︶1199
10日㈰ ごうお小児科医院 ︵ 西 大 洲 ︶ ☎0₈93︵24︶393₆
17日㈰ みかんこどもクリニック※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈94︵20︶₈₈00
23日㈷ 亀 井 小 児 科 ︵ 東 大 洲 ︶ ☎0₈93︵24︶3757
24日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈94︵24︶1199
29日㈮ お お む ら 小 児 科 ︵ 内 子 町 ︶ ☎0₈93︵44︶7117
30日㈯ 守 口 小 児 科 ※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈94︵24︶7770
31日㈰ 山 下 小 児 科 ︵ 西 予 市 ︶ ☎0₈94︵₆2︶₆₈01

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
5 日㈫

午後 0 時45分～
1 時30分

大洲市
保健センター

4 カ月児健診　　　（29年 7 月生） 母子健康手帳・アンケート・バスタオル
13日㈬ 10カ月児育児相談（29年 2 月生） 母子健康手帳・アンケ

ート・ハンドタオル12日㈫ 1 歳 6 カ月児健診（28年 5 月生）
19日㈫ 3 歳児健診　※　　（26年11月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

18日㈪ 午後 1 時～
1 時20分

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日
　　　　　平成30年 4 月～ 7 月の人

【内　容】・ママの変化　気になってい
ることを聞いてみよう

　　　　・先輩ママさんとの交流会
※ 事前予約制です。

・母子健康手帳
・筆記用具

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートの中の、目と耳の検査をしてからお越しください。

　12月1日～ 7日は「愛媛県エイズ予防週間」です。エイズ予防の第一歩は、正しい知識を持つことです。
この機会にエイズに関心をもち、正しい知識を身につけましょう。
　週間中、八幡浜保健所では「夜間エイズ検査」を無料で実施します。日中、都合がつかない人もこ
の機会に検査を受けてみませんか。

【実 施 日】12月 7 日㈭
【受付時間】午後 5 時30分～ 7 時30分
【場　　所】八幡浜保健所（南予地方局八幡浜支局1階）
【受付方法】無料・匿名・予約不要
【電話相談】0894－22－4111（内線313・314）
※エイズ検査は、陰性の場合、当日30分程度で結果が出ます。
※エイズ検査・相談は、毎週月曜日（祝日除く）午前10時～11時にも行っています

【問い合わせ先】八幡浜保健所 感染症対策係
☎ 0894（22）4111（内線313、314）　FAX 0894－22－0631

「愛媛県エイズ予防週間」のお知らせ
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8時30分～午後 5時30分】 夜間帯 【午後 5時30分～翌午前 8時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　₀₈₉₃（₂₃）₁₁₅₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ ₁₁時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ₉時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

▽無料法律相談　※要電話予約

時　12月21日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

▽年金出張相談　※要電話予約
時　12月 5 日㈫ ･ 19日㈫
　　午前10時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　12月20日㈬　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　12月22日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　12月 5 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　12月 8 日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112

▽不動産無料相談
時　12月15日㈮　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　12月15日㈮　午前10時～正午
場　南久米公民館
時　12月 7 日㈭　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
肱川地域
時　12月15日㈮　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　12月22日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　12月 5 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　12月 8 日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　12月27日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714
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　　　大洲市食生活改善推進協議会

     顧 問　伊
い

賀
が

上
う え

　芳
よ し

子
こ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲市食生活改善推進協議会は、「私たちの健康は私
たちの手で」というスローガンのもと、地域の健康づく
りを目的に平成10年に設立されました。現在は、約500
人の会員によって、健康食フェア、すこやか体操、各地
区のリーダーを介した健康づくりなど多くの活動を行っ
ています。
　最も力を入れている食育活動は、子どもから高齢者ま
で幅広い世代を対象に、食べることの楽しさや、長生き
するための食事など各世代に合った食に関する知識の周
知を進めています。市内の各地域で開催されている料理
教室では、簡単な食育の指導も行い、望ましい食生活の
普及を促しています。地域のみなさんに楽しんで活動し
てもらうためにも、私自身が楽しんで食育活動に取り組
み、心と身

からだ

体の健康には、食事を通じて楽しく改善でき
ればいいなと考えています。
　10月には、食生活改善事業功労者として、厚生労働大
臣表彰を受けました。このような栄誉がいただけたのは、
私だけの力ではありません。会員のみなさんの支えが
あって今につながっているのだと実感しています。これ
からも、地域のみなさんとともに、元気で楽しく活動を
続けていきたいと思います。

　

え
ひ
め
国
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・
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ひ
め
大
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が
終
了
し
ま
し
た
。
熱
い
戦
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の
裏
で
は
、
最
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舞
台
を
用

意
す
る
た
め
、
各
方
面
か
ら
集

ま
っ
た
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
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、

頑
張
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て
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ま
し
た
。
そ
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も
会
場
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際
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手
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だ
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な
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は
、
き
っ
と
喜
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く
れ
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違
い
あ
り
ま
せ
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